
 
 

令和８年度の医学部地域枠を拡充（増員・新設）します 

 
 
１ 令和８年度における医学部地域枠 計３１名（予定） 

（内訳） 
・群馬大学 ２５名（うち編入学枠５名） 
・県外私立大学６名(東京医科大学２名、帝京大学２名、杏林大学１名、順天堂大学１名） 

 ※現在、国において最終的な調整段階であり、正式決定は１０月下旬見込み 
 
２ 医学部地域枠について 

（１）制度概要 

・卒業後、群馬県内で従事する医師を養成することを目的として医学部医学科に設置した
入学試験枠。 

・地域枠で入学した医学生には、県から緊急医師確保修学資金を６年間貸与。 
・貸与した修学資金は、卒後 10 年間、県内の公的病院等において医師として従事（うち

４年以上を医師不足地域や医師不足診療科で従事）した後には返済を全額免除すること
で、医師の県内定着を図るもの。 

  ※編入学は、貸与等の期間が異なる。 
（２）貸与額 

・群馬大学地域枠：月額 15 万円又は 10 万円（※世帯所得に応じ貸与額が異なります） 
・県外私立大学地域枠：月額 25 万円 

（３）設置の状況・経過 

・群馬大学（※H21 年度から設置） 
H21 年度 5 名⇒H22 年度 17 名⇒H23 年度 18 名⇒R7 年度 23 名⇒R8 年度 25 名 

   （※R6 年度まで編入学なし。R7 年度は編入学 3 名、R8 年度は編入学 5 名を含む） 
 ・県外大学（※R7 年度から新設） 

Ｒ７年度４名（東京医科大学２名、杏林大学１名、帝京大学１名） 
Ｒ８年度６名（東京医科大学２名、杏林大学１名、帝京大学２名、順天堂大学１名） 

（４）その他参考 

・令和７年４月現在の地域枠医学生は、1 年生から 6 年生まで計 122 名が在学（県外大
学４名含む）。 

・令和７年４月時点で、地域枠出身の医師 159 名が県内の公的病院等で活躍している。 
 

 群馬県では、将来の地域医療を担う医師を育成するため、平成 21 年度から「医学部
地域枠」を設置しています。令和８年度入試における「医学部地域枠」について、定員
を拡充（増員・新設）することとなったので、お知らせします。 

令和７年９月４日 
健康福祉部 
医務課医師確保対策室医師確保対策係 
電話：027-226-2540 内線：2540    


